
令
和
６
年
10

月
20

日

（
日
）
に
、
平
成
23
年

に
再
建
さ
れ
た
大
樟
会

東
播
磨
支
部
の
12
回
目

の
支
部
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

（
←
集
合
写
真
）

令
和
元
年
に
発
症
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
以
降
、
５

年
継
続
し
て
要
望
し
て

い
た
学
長
に
よ
う
や
く

来
て
い
た
だ
き
、
大
樟

会
事
務
局
関
係
者
、
神

戸
、
明
石
な
ど
交
流
他

支
部
の
方
々
も
来
賓
と

し
て
出
席
し
て
、
コ
ロ

ナ
発
症
以
前
同
様
に
盛

大
に
開
催
で
き
ま
し
た
。

集
合
写
真
は
冒
頭
に
撮

影
後
、

山
本
俊
一
郎
学
長
に

は
、
「
創
発

１
０
０

周
年
に
向
け
て
」
と
題

し
て
、
１
０
０
周
年
ビ

ジ
ョ
ン
や
中
期
計
画
を

中
心
に
短
時
間
で
し
た

が
、
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

(

←
山
本
俊
一
郎
学
長)

主
旨
の
み
掲
載
い
た
し

ま
す
。

２
０
３
２
年
に
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
創
立
時
の

創
設
者
の
思
い
や
大
学

理
念
に
立
ち
返
り
、
２

０
１
８
年
に
新
た
な
大

学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
策

定
し
た
。

「
生
き
続
け
る
学
び
が

創
発
す
る
場
と
な
り
、

商
都
大
阪
か
ら
、
社
会

に
貢
献
す
る
『
人
財
』

を
輩
出
す
る
」

時
間
が
足
り
ず
、
ま
た

場
所
的
に
も
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
準
備
も
で
き

ず
に
大
変
失
礼
し
ま
し

た
。

大
樟
会
事
務
局
か
ら
足

立
徳
太
郎
副
会
長
、
角

庵
勝
巳
事
務
局
長
の
２

名
、
交
流
他
支
部
か
ら
、

神
戸
支
部
の
鈴
木
克
海

副
支
部
長
、
明
石
支
部

の
長
谷
中
英
昭
支
部
長
、

の
２
名
の
総
勢
５
名
の

来
賓
の
方
々
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(

←
足
立
徳
太
郎
大
樟
会

副
会
長)

(

←
角
庵
勝
巳
大
樟
会
事

務
局
長)

(

←
鈴
木
克
海
神
戸
支
部

副
支
部
長)

(

←
長
谷
中
英
昭
明
石
支

部
支
部
長)

東
播
磨
支
部
会
員
は
役

員
９
名
と
一
般
会
員
３

名
の
支
部
会
員
総
勢
12

名
と
、
今
回
か
ら
現
役

学
生
２
名
が
初
参
加
と

な
り
総
勢
19
名
の
出
席

と
な
り
ま
し
た
。
現
役

学
生
は
今
回
大
樟
会
事

務
局
に
お
願
い
し
て
初

め
て
２
名
の
出
席
が
実

現
し
、
今
後
の
若
返
り

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

(

←
現
役
学
生
＝
右
：
松

田
詩
帆
さ
ん(

4
回
生)

、

左
：
田
中
健
斗
君(

3
回

生))
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発行所

大阪経済大学

同窓会

「大樟会」

東播磨支部

発行人

宮崎善人

大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

山本俊一郎学長をお迎えして盛大に開催

令
和
７
年
６
月
29

日

（
日
）
大
樟
会
東
播
磨

支
部
の
平
成
23
年
再
建

13
回
目
の
支
部
総
会
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、

大
学
関
係
者
の
方
に
来

加
し
て
い
た
だ
い
て
大

学
の
現
状
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
ず
に
大
学
関
係
者

や
大
樟
会
事
務
局
、
交

流
他
支
部
の
方
も
出
席

し
て
開
催
予
定
で
す
。

場
所
：
東
京
田
村
加
古

川
店
（
加
古
川
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
４
階
）

時
間=

10
：
30
受
付

11
：
00
総
会
・
講
演
会

12
：
00
懇
親
会

14
：
30
終
了
予
定

新
型
コ
ロ
ナ
以
降
待
望
の
来
加

！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

方
に
役
に
立
つ
耳
よ
り

な
情
報
（
グ
ル
メ
・
観

光
・
買
い
物
情
報
な
ど
）

を
特
集
し
て
い
き
た
い

と
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
14
号
は
、
東
播
磨

支
部
支
部
長
の
宮
﨑

（
43
回
卒
）
が
グ
ル
メ

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

今
回
は
「
六
萬
石

加

古
川
駅
前
店
」
に
つ
い

て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

加
古
川
町
友
沢
に
工

房
を
持
つ
和
菓
子
屋
で

す
。
播
磨
奉
菓
匠
を
看

板
に
掲
げ
る
餡
に
自
信

が
あ
り
「
六
萬
石
最
中
」

が
人
気
で
す
。
昨
年
の

支
部
総
会
に
出
席
さ
れ

た
来
賓
の
方
々
の
お
土

産
に
し
ま
し
た
。
ご
賞

味
を
。
（
←
店
頭
画
像

〉

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
14
号
は
、
「
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト
」
し
ま
す

東播磨支部再建１2回目の支部総会開催！

再
建
13
回
目
支
部
総
会
開
催
の
ご
案
内

加古川プラザホテル



冒
頭
に
宮
﨑
善
人
東
播

磨
支
部
長
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
物
故
者(

２
０
２

４
年
度
に
亡
く
な
ら
れ

た
支
部
会
員
６
名)

に
対

し
て
黙
祷
し
ま
し
た
。

(

←
宮
﨑
善
人
東
播
磨
支

部
長)総

会
は
第
一
号
議
案

の
第
14
期

令
和
５
年

度
上
半
期
の
活
動
報
告
、

第
二
号
議
案
の
第
14
期

令
和
５
年
度
上
半
期

の
会
計
報
告
、
第
三
号

議
案
の
第
15
期

令
和

６
年
度
の
活
動
計
画
案
、

第
四
号
議
案
の
第
15
期

令
和
６
年
度
の
収
支

予
算
案
、
第
五
号
議
案

の
役
員
改
選
な
ど
の
議

案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
来
賓

の
方
々
に
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
に
入
り
東
京
田

村
の
秋
の
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
36
回

卒
江
口
さ
ん
の
能
「
安

宅(

あ
た
か)

」
が
披
露

さ
れ
、
途
中
、
出
席
支

部
会
員
の
自
己
紹
介
や

現
状
報
告
な
ど
を
行
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
深
ま
り
ま
し
た
。

(

←
36
回
卒
江
口
さ
ん
能)

今
回

か
ら

、
初
め

て

「
都
道
府
県
名
当
て
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
を
開
催

し
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

一
等
は
商
品
券
５
，
０

０
０
円
で
し
た
。

(

←
後
列
が
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
当
選
者)

毎
回
最
後
に
行
う
演
舞

は
、
場
所
の
関
係
で
集

合
写
真
終
了
後
冒
頭
に

行
い
ま
し
た
。
36
回
卒

応
援
団
OB
江
口
さ
ん
の

演
舞
で
学
歌
を
、
37
回

卒
応
援
団
OB
福
田
さ
ん

(

前
支
部
長
・
現
東
播
磨

支
部
監
査
役)

の
演
舞
で

逍
遙
歌
を
斉
唱
し
、
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
支

部
会
員
の
参
加
は
少
人

数
な
が
ら
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
交
流
が
深

ま
っ
た
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。

(

←
36
回
卒
江
口
さ
ん
の

演
舞)

(

←
37
回
卒
福
田
監
査
役

の
演
舞)

●
大
樟
会
事
務
局
か
ら
、

大
樟
会
の
ご
案
内
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
出
席
者

に
参
加
賞
の
ノ
ー
ト
や

祝
電
を
送
っ
て
く
だ
さ

り
、
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

支
部
交
流
会
と
し
て
、

久
し
振
り
に
高
御
位
山

登
山
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
16
日(

月
・
祝
日)

天
候
に
恵
ま
れ
過
ぎ
て
、

高
温
と
な
り
、
登
頂
は

断
念
し
ま
し
た
。
参
加

者
３
名
で
し
た
。

(

←
十
丁
目
付
近
・
休
憩)

(

←
高
御
位
神
社
石
碑
前)

初
め
て
秋
季
リ
ー
グ

関
西
六
大
学
野
球
観
戦

に
９
月
28
日
（
土
）
春

と
同
カ
ー
ド
の
VS
大
院

大
（
ほ
っ
と
も
っ
と
フ
ィ
ー

ル
ド
神
戸
ス
タ
ジ
ア
ム
）

へ
東
播
磨
支
部
会
員
２

名
で
応
援
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

観
戦
当
日
は
天
候
に

恵
ま
れ
、
絶
好
の
観
戦

日
和
と
な
り
ま
し
た
。

前
日
１
回
戦
に
敗
戦

し
て
い
て
、
こ
の
日
の

結
果
は
7
対
２
で
完
勝

し
、
翌
日
も
15
対
０
で

完
勝
し
て
勝
ち
点
を
ゲ
ッ

ト
し
、
優
勝
に
望
み
を

繋
ぎ
ま
し
た
。
最
終
節

大
商
大
戦
で
、
初
戦
勝
っ

て
、
２
回
戦
に
敗
戦
し
、

３
回
戦
で
９
回
表
に
１

点
を
取
っ
て
、
19
年
ぶ

り
の
優
勝
か
と
思
い
き

や
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け

で
優
勝
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
残
念
で
し
た
。

12
月
13
日(

金)

令
和
元

年
に
発
症
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
以
降
、
久
し
振
り

に
東
播
磨
支
部
の
役
員

忘
年
会
を
挙
行
し
ま
し

た
。
参
加
者
５
名
で
、

ち
ゃ
ん
こ
鍋
に
舌
鼓
を

打
っ
て
盛
り
上
が
り
、

初
め
て
二
次
会
に
カ
ラ

オ
ケ
行
っ
て
更
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

新
年
度
定
例
役
員
会

開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

(

２
０
２
５
・
令
和
７
年)

①
４
月
20
日
（
日
）

②
６
月
22
日
（
日
）

③
12
月
５
日
（
金
）

④
３
月
22
日
（
日
）

【
注
】
大
樟
会
事
務
局

の
意
向
に
よ
り
、
会
計

年
度
を
２
０
２
４
年
度

か
ら
４
月
～
３
月
に
統

一
さ
れ
ま
し
た
。
支
部

総
会
は
例
年
毎
年
10
月

第
四
日
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
よ
り
６
月
第
四
日
曜

日
に
変
更
し
ま
し
た
。
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高
御
位
山
登
山

秋
季

関
西
六
大
学

野
球
観
戦

忘
年
会
開
催
！

※
お
詫
び

「
会
員
紹
介
」
は
事
情

に
よ
り
今
回
、
休
載
し
ま

し
た
。

次
回
お
楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
い
。


